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支部だより

関西支部発足30周年記念講演会について

　関西支部では昭和58年10月7日（金）に，大阪府労働

センターに於いて，下記の通り，日本気象学会関西支部

発足30周年記念講演会を開催し，近在から会員ならびに

一般から80数名の参会者があった．

　また10月28日（金）には広島女子大学に於いて第1回

月例会（テーマはr局地気象」……講演要旨集第27号）

を開催し，昭和59年1月27日には神戸海洋気象台に於い

て海洋気象学会との共催で第2回月例会（テーマはr海

洋と気象」）を開催の予定である．

　　　　　　　　　　　　記

　関西支部発足30周年記念講演会

1．

2．

3．

30周年記念式典

記念講演会

（1）支部長のあいさつ

（2）最近の数値予報の話題

　　　　　　　　　　　　岸保勘三郎（東京大学）

（3）世界の気候はどう変わるか

　　　　　　　　　　　　山元龍三郎（京都大学）

（4）気象災害を防ぐ　　　中島暢太郎（京都大学）

記念祝賀会

注）なお，講演要旨については，後日「天気」に掲載す

　　る予定である（r天気」編集委員会）．
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